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１ 学びの構想
「主題－探究－表現」型の学びによって，１年生の
関係性をほぐす
今年度も本校に１年生１１８名が入学してきた。附
中ライフのスタートに際して，いろいろなことにチ
ャレンジしたいと意欲的な反面，新たな出会いから
人間関係に過度な緊張や不安を感じる子どもも少な
くない。
そんな子どもたちが自然に交流していく中心に，
学びが位置づけられる。各教科・道徳・学Ｐ・特別
活動で行われる「主題－探究－表現」型の学びによ
って，その関係性がほぐされていく。これまでもそ
んな１年生の姿を，４月から６月にかけて見ること
ができた。言うまでもなく，保健体育科もその一翼
を担っている。本単元により，子どもたちの関係性
が学びによってほぐされることを期待している。
なぜ，「現代的なリズムのダンス」を取り上げるのか
子どもたちが豊かに交流していく学びをデザイン
するとき，その主題の選定は重要である。１年生だ
けでなくどの学年においても悩むところであるが，
ここでは「チームダンスをデザインする」という主
題を設定した。ダンス領域の中の「現代的なリズム
のダンス」の内容である。
本年度より，中学校の保健体育の授業でダンスが
必修化され，マスコミがこの話題を頻繁に取り上げ
るなど，その取り組みが注目されている。この情報
は子どもたちの多くがつかんでおり，「いつダンス
の授業が始まるのですか？」と質問してくる姿から
も，関心の高さが感じられる。
「現代的なリズムのダンス」は，子どもたちに親
しまれているロックやヒップホップなどのダンス音
楽やポピュラー音楽に乗って踊るダンスのことを示
している。近年，携帯音楽プレーヤー製品の普及や，
ダウンロードによる音楽メディアの獲得の容易さな
どから，子どもたちにとって現代的なリズムは大変
身近なものとなっている。子どもたちの心と体に溶
け込んでいる時代の「今」の感覚を活かす学びをデ
ザインするとき，必然的にこの内容に注目が集まる
のだろう。
チームダンスづくりでは，リズムの特徴をとらえ
て全身で弾みながら踊る技術の習得と，集団の動き
との調和を探る。様々な考えを出し合い，葛藤や混
乱を経てお互いを理解し，その関係性が親和的にほ
ぐされていく。そのプロセスを見取りながら，学び
を進めていく。
３年間の学びのつながりを意識する
附中ライフを歩み始めている１年生にとって，「現
代的なリズムのダンス」と深く関わる取り組みに，
体育祭の応援ダンスがある。３年生になると応援ダ
ンスを創作して，１，２年生に指導していく。この
営みをカリキュラム化することを考えた。
１，２年生では簡単な繰り返しのリズムで踊った
り，変化のある動きを組み合わせて続けて踊ったり
する。３年生では好きなリズムや曲を選んで，オリ
ジナルの振り付けを創造し，変化とまとまりを付け
て連続して踊る。３年間で学びが繰り上がるように
カリキュラムをデザインし，そのスタート段階と位
置づけて取り組みたい。
３年間の学びの見通しを持って，探究学習をスタートする
－リズムの特徴をとらえ，集団の動きとの調和を探る「現代的なリズムのダンス」（第１学年）－
Ⅰ－1 「学びをつなぐ《探究するコミュニティ》としての実践」
中学校の保健体育の授業でダンスが必修化された。ダンス領域の
中でもとりわけ「現代的なリズムのダンス」に注目が集まっている。
子どもたちの関心も高いようだ。
附中の子どもたちにとって，最も身近なダンスと言えば，体育祭
の応援合戦でのダンスであろう。３年生は基本となるステップを組
み合わせたり，多様な隊形移動を考えたりして，創り上げる。附中
ライフを歩み始めた子どもたちが，先輩たちの姿に将来の自分を重
ね合わせ，仲間とともにリズムにのって踊る楽しさや表現する面白
さを体感する。リズムと集団の動きとの調和を探りながら，仲間関
係が親和的にほぐされていくプロセスを追った。
－体１－
１２８
応援合戦のダンスを見て，チームダンスの見通しをもつ
２ 学びのストーリー
 チームダンスづくりの見通しをもつ
① 体育祭の応援ダンスってすごい！ （第１時）
子どもたちの関心が高いダンスの授業が始まる。
附属小出身の子どもたちは，６年生のときにはダン
スクラブが設けられたり，行事でも集団ダンスを披
露したりするほど意欲的だったと聞いていた。しか
し「苦手なんです」と事前に不安を訴えてきた子ど
ももいる。ダンスに親しんでいる子どもや HIPHOP
ダンスを習っている子ども，リーダー性の高い子ど
も，不安傾向のある子どもなどを把握し，教師が意
図的にグルーピングした男女混合６～７人の６班編
制で整列する。早速，歓声が上がった。これまでは，
保健体育だけでなくほとんどの教科で，教室での生
活班で活動してきた。子どもたちにとっては初めて
の「班替え」である。新しい仲間にやや興奮状態だ
ったが，これから協力しながらチームダンスをデザ
インしていくことを告げる。
教師：これから，「チームダンスをデザインしよう」という
タイトルで，ダンスを学んでいきます。「チームダン
ス」って，集団で踊ることなんだけど，みんなは小学
生のとき，そういう経験したことあるかな？
生徒：体育大会のとき，みんなで踊りました。
生徒：ぼくは応援団長をしました。
教師：ほとんどの人が，小学校で経験しているようです。附
中でも体育祭の応援合戦で，みんなでダンスをしてい
ます。これも「チームダンス」ですね。今から去年の
応援賞を獲った黄組の応援ダンスを見ましょう。どん
なところがよいか，どんな工夫があるのか，探ってく
ださい。
「すごい！」「やってみたい！」声を上げて反応
している子どもがさすがに多い。流行の J-POPや
K-POPのリズムに合わせて，踊った経験のある子
どもたち。これまでの自分の経験と比較しながら見
ているのだろう。
教師：このダンスは，夏休みから時間をかけてつくったもの
です。テンポも速くて，やや難しいですね。授業では
ゆっくりのテンポで，基本のステップがあるHIPHOP
ダンスを学び，チームダンスに活かしていきましょう。
生徒：知ってる！クラスの中でも習っている人がいますよ。
教師：では，HIPHOPのダンスってどんなものか，参考の動
画を見てみましょう。
次に，本校３年生の子どもがモデルとなった HIP
HOPダンスを見た。これも先輩の姿であり，質問
や歓声がわき出る。立ち上がって，ステップを真似
てみて，「できない！」「難しい！」と叫ぶ子どもも
多数。経験してきたステップとはやや異なるせいか，
難しいと感じているようだ。
附中の体育祭のことや，応援ダンスを全学年で作
り上げていく過程などの質問に答えて，最後に感想
を書いた。
ここからは５班の佳那の学びの姿を中心に，５班
の仲間６人（男子３名女子３名）がチームダンスを
作り上げていくプロセスを追っていく。５班の子ど
もたちが第１時で書いた感想を，以下に簡単に紹介
する。
※文章中の生徒名はすべて仮名である。
・佳那
リズムの特徴を意識し，変化形も入れたい。まずは堂々と
踊ること。はずかしがって適当に踊るほうがかっこ悪い。か
っこよく見える方法を知りたい。私のダンスはバレエっぽく
てダサいので，HIPHOPでかっこよく踊りたい。仲間とすご
いものをつくりたい！
・善信
（感想の記入なし）
・桃香
HIPHOPは経験しているけど，いきなり難しいステップか
らやらずに，基礎からやりたい。チームのみんなと，難しい
技にもチャレンジしていきたい。
・次郎
動きをそろえるところとずらすところの区別をつけて，た
くさんの動きを取り入れたい。HIPHOPはやったことがない
ので，他の人と協力してやりたい。
・有梨香
これからダンスをみんなで協力して作るので，自分の考え
をちゃんと伝えられるようにしたい。
・優斗
難しそうだけど，応援の時に踊れるようにしたい。応援ダ
ンスは動きが激しく，隊形移動が多かった。
② まずはHIPHOPダンスをやってみよう！
（第２時）
本時はまず，「HIPHOPのリズムの特徴をとらえ，
即興で踊ってみよう」と，子どもたちに投げかけた。
前時は体を動かすことができなかった子どもたち。
本時はとにかくやってみること，そしてそこから気
づいたことを交流し，これからのチームダンスづく
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ＰＣのダンス動画を活用した場の工夫
第２時の佳那のできばえ（ワークシートより）
りの見通しをもってほしいと考えた。
私は全員に直接指導できるような HIPHOPダン
ス技能は，残念ながら持ち合わせていない。しかし，
身につけさせたい HIPHOPダンスステップを吟味
し，子どもたちには主体的に技能を獲得していって
ほしいと思う。多様な場が必要だ。
そこで，第１時に登場した HIPHOPダンス動画
を収録したノートＰＣを１１台用意し，１３のステップ
別に体験・練習できる場を設定した。また，タブレ
ットＰＣも６台準備して，手に持ちながら一人でス
テップを練習できるようにもした。ステージ上の大
型スクリーンには，ステップが次々と連続して流れ
るようにしておいた。
ノートＰＣやタブレットＰＣの使い方に戸惑うこ
とが予想されたため，始めに簡単にレクチャーした。
使いこなせるか心配していたが，今を生きる子ども
たちの情報機器活用力の高さは素晴らしく，すぐに
対応していて驚いた。
５班の佳那は，同じ班のダンス経験者である桃香
と一緒に活動していた。まず基本の動きⅠのステッ
プを中心に取り組んでいる。やはりぎこちなさが見
られ，どのように動いたらよいか，ＰＣ画面をじっ
くり観察して取り組んでいた。
授業後，佳那は次のような感想を記していた。
ダンスは簡単じゃなかった。最初のダウン１から，なんか
変で，自然に手を動かすことができなかった。体の使い方も
全然分からない。これからすごいものが作れるのか不安。桃
香さんと同じようにやっているつもりでも，私はかっこよく
ない。どこが違うのか知りたい。これは家でもやらないと絶
対間に合わないので，家でも練習しようと思う。
本時は個人探究が中心であり，それを支える場の
工夫や情報機器の準備をしたが，この１時間で「で
きる」「わかる」ことはさすがに難しい。そう簡単
にできる内容では，課題として物足りないだろうが，
意欲を失ってしまっては困る。次の時間では，ダウ
ンとアップの動き方の説明をていねいに行う必要が
あると感じた。
また，佳那には家でも練習しようとする意識の高
さがすばらしいことを伝え，全体の場で紹介するこ
とにした。
 チームダンスの前半部分をデザインしよう
（第３～６時）
中間発表会に向けて，いよいよチームダンスづく
りが本格的にスタートした。授業の前半は，第２時
同様に自分の課題を追究する時間である。
佳那はやはり基本の動きⅠのダウンとアップを身
につけようと練習していた。しばらくして，基本の
動きⅡやⅢのステップにチャレンジし始めたが，そ
の中でもニュージャックスイングの場で長く踊る姿
が見られた。
同じ班の桃香も一緒
に練習する。桃香に比
べて，動き方はまだぎ
こちない。しかし，Ｐ
Ｃ画面を食い入るよう
に見つめ，また，桃香
にアドバイスを受けな
がら徐々にコツをつか
んでいく。自己の課題 個人探究する佳那の姿
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チームダンスの前半部分を発表する
であった体の使い方，特にダウンの動きと手の振り
のタイミングが合ってきて，リズムに乗って動ける
ようになっていった。
自信をつけた佳那は，第４時ではさらに難しいス
テップにチャレンジするのかと思ったが，意外にも
基本の動きⅠに戻り，ダウンとアップの習得に取り
組んでいた。第３時の授業後の感想から，その根拠
が読み取れる。
私は基本の動きⅠがあまりできていなかった。完璧にして，
チームダンスが上手くいくようにしたい。
第２時の授業の後，感想とともにこれからの学び
の構想をワークシートに記入したが，佳那は「基本
の動きⅠの①から上手になってから進んでいく」と
いうめあてを立てていた。基本の動きⅡのステップ
が一つできるようになったが，そのステップにもダ
ウンの動きが関係しており，やはり基本の動きⅠを
しっかり習得することが大切だと考えたのではない
だろうか。自分のめあてに誠実であり，さらに発展
したステップの仕組みをしっかり理解できていると
感じた。
第４時で佳那は基本の動きⅠをマスターし，第５
時では基本の動きⅡのすべてのステップにチャレン
ジした。自分なりに納得いくレベルで技能を習得し
ていき，さらに第６時では基本の動きⅢの難しいス
テップにも取り組む姿が見られた。
さて，授業の後半は，チームダンスづくりである。
曲の前半部分の８拍×７のパートをまずデザインす
る。子どもたちにとって，集団でまとまりある動き
をデザインする初めての協働探究の場だ。ある程度
予測はできたが，個人探究のときに比べて運動量が
極端に落ちる。じっくり考えをめぐらせ，お互いに
意見を伝え合い，少しデザインできると動いて検証
し，うまくいかなければ再構成する。そんな地道な
作業の繰り返しである。
５班は他の班に比べて，デザインの進み方が鈍い
ようである。中間発表デザイン表にも，動き方が十
分メモされていない。第６時になっても，停滞して
いる。今日はダンス経験者の桃香が欠席していて，
困っている様子だった。
教 師：デザイン表がまだ進んでいないけど，大丈夫？次の
時間に中間発表会だけど，一通り踊れるかな？
次 郎：桃香さんが家でデザイン表を作ってみるといってい
たんですが，できていなくて…今日は休んでしまっ
たし…
佳 那：でも大丈夫です。みんなができる動きを今確かめて，
つないで作ります。
優 斗：ボックスステップは簡単だから，みんなできるじゃ
ない？善信もできるし。
善 信：うん…
次 郎：ポップコーンは？これも簡単じゃない？
有梨香：今日，ちょっとできたよ。
佳 那：ちょっとやってみようか。
できる技をつないで，
中間発表会で発表でき
るように準備を進めた。
もたつきながらも，次
の時間は他の班に見せ
なければいけない，見
せられるところまで仕
上げなければと，最後
は必死だった。
 中間発表会をしよう （第７時）
ここまでデザインしたチームダンスを，みんなの
前で発表する。子どもたちなりに，この時間は大き
な節目だととらえているようだ。本時は個人練習の
時間は取らずに，中間発表までチームダンスの練習
時間にした。
５班は欠席していた桃香が復帰した。前時に即興
で仕上げたデザインを，みんなで桃香に伝える。ボ
ックスステップ→ニュージャックスイング→ポップ
コーン→ダウンの流れで，なんとか発表までに間に
合った。
桃香は経験者であるため，自分ががんばらないと
いけないと，ややプレッシャーを感じていた。しか
し今回，みんなからチームダンスの流れを教えても
らい，プレッシャーから解放されたようだった。中
間発表会では，みんなの踊る様子を横目で確かめな
がらも，笑顔で楽しそうに踊ることができた。
佳那は，この単元の最初の感想に書いた通り，フ
ォーメーションのセンターとして堂々と踊った。さ
らに，他の班のできばえにいっそう刺激を受け，中
間発表後は桃香や次郎と隊形移動の仕方について話
をしていた。チームダンスの後半部分の完成に向け
て，すでに構想を始めているようだった。
みんなができるステップを
確かめ合う
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チームダンス完成に向けて練習する５班
５班の完成したチームダンスデザイン表
５班のチームダンスの発表
 チームダンスの後半部分をデザインしよう
（第８～１１時）
いよいよ，チームダンス発表会に向けて，残りの
８拍×５のデザインに取りかかった。第７時で刺激
を受けたのは，５班だけではなかった。これまでの
停滞ぶりとは見違えるように，どの班も動きを伴い
ながら活発にデザインする姿が見られるようになっ
た。中間発表を境にお互いに影響し合って，学びが
繰り上がったことを実感した。
５班は佳那を中心に，明るい雰囲気で練習してい
る。タブレットＰＣの録画機能を活用して，全体的
な動きを確かめたり，お互いに向かい合って動き出
しのタイミングを合わせたりと，自分たちで練習方
法を工夫しながら，楽しそうに取り組んでいた。
第１０時では，隊形移動の工夫で悩む佳那の姿が見
られた。他の班とできばえを交換する中で，自分た
ちの班はダンスのつながりはできているが，大きな
隊形移動が少なく，迫力に欠けると考えていた。
このままでも発表はできそうだが，もう一工夫入れ
て，すごいチームダンスに高めたいという思いが感
じられる。
３班との交流の後で，次郎は３班の円状になって
中心に集まったり離れたりする隊形移動がおもしろ
いと感じ，佳那に相談した。でも，佳那は全く同じ
にはしたくない。次郎は円状になってスキップしな
がら回ってはどうか，と提案する。実際にやってみ
ると，動きにダイナミックさが出た。佳那もみんな
も納得し，５班のチームダンスが完成した。
 チームダンスを発表しよう （第１２時）
いよいよチームダンスの発表である。始めに最後
の練習時間をとり，準備を進める。５班は残念なが
ら，善信が欠席したため５人の発表となったが，中
間発表の時よりも工夫されたチームダンスに仕上が
っていた。ＶＴＲで比較してみると，一人一人のス
テップも確実に高まっていた。
ダンス終末部分は，悩んでいた隊形移動。手拍子
しながらスキップで回った後，一直線になって，難
しいクラブステップを披露する。そしてジャンプし
て決めポーズ。誰よりも高く飛び上がった佳那。満
足感がうかがえた。
佳那は次のように，この学習を振り返った。
最初はダンスのことがわからなくて，上手くできるように
なるのか，すごく不安だった。でも，自分のダンスをきっち
り練習し，チームワークが良くなってくると，ダンスもキマ
ってきて，楽しくなった。やはり恥ずかしがらずに踊ると，
上手く見えた。
ダウンの動きさえもできなくて，クラブなど問題外だった
のに，毎回の１０分くらいの練習を積み重ねていくうちに，ダ
ウンはもちろん，ニュージャックスイングやクラブまでもで
きるようになった。すごくうれしい。
私のチームは，最初の団結がありませんでした。でも，ダ
ンスの上手な桃香さんと次郎さんがチームにいたので，教え
てくれたり振付を考えてくれたりして，どんどん良いものが
仕上がった。私たちの班には，こっているものがなかったけ
ど，とにかく踊りこんで，毎回汗だくになるまでやった。や
はり練習は結果がついてくる。これからの体育も頑張りたい。
デザインに苦労し，考え込んだり話し合ったりす
ることに時間がかかり，運動量とのバランスが危惧
された実践だった。方向性が見えて活動が軌道に乗
った時，子どもたちは踊り始める。さらに良いもの
に高めようと，夢中になって踊り続ける。その段階
まで引き上げる教師の役割については，今後も研究
していかなければいけない。
３ 省 察
 ３年間の学びの見通しを持つことにより，今の
学びの価値を実感する
探究学習を進めていく中で大切にしなければいけ
ない視点として，「現代的なリズムのダンス」に取
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り組む必然性を，子どもたちが十分感じられるよう
な主題との出会いにすることが挙げられる。「今年
から必修化された内容だから」では弱い。子どもた
ちにとっては，やらされ感が強いだろう。
「現代的なリズムのダンス」を今，学ぶことによ
って，自分たちの生活に役立つことは何か。この先
どんなよいことがあるのか。１年生だからこそ，歩
み始めた附中ライフと対応させて，これからのチー
ムダンスづくりという学びの価値を実感させたいと
考えた。
本単元では，第１時に体育祭の応援ダンスを視聴
するところからスタートしている。「やってみた
い！」「３年生のときに応援賞を獲りたい！」「どう
したらできるのかな？」３年生を中心とした応援リ
ーダーの一生懸命な姿に，心が動かされていた様子
であった。３年生になった時に応援ダンスを充実し
たものにしたい。そのために今，よりよいチームダ
ンスをつくって，３年生での応援ダンスづくりに活
かしたい，という思いは強く抱いたと考えている。
しかし，第２時以降の子どもたちの学ぶ姿から振
り返ると，HIPHOPダンスステップの技能の習得
に浸っていたように感じる。８呼間で繰り返される
リズムに乗って，様々なダンスステップや隊形移動
を考えて，チームでデザインしていくことや，その
完成に向けて仲間と協力していくことなど，つなが
っている学びをもっと明確にする必要があった。
１年生として今取り組んでいる学びが，習得しよ
うとしている技能が，リズムに合った動き方を工夫
しようと意見を出し合っていることが，まさにＶＴ
Ｒで見た３年生の姿につながっている。そのことを
子どもたちともっと共有しておく必要があった。
 「探究に触れる」段階の単元デザインを考える
保健体育科では，１年生は「探究に触れる」段階
と位置づけている。様々な課題の解決に向けて，小
学生までに学んだ知識や身につけた技能を活かしな
がら，仲間とともに協働的に学ぶ経験を積む段階で
ある。ロングスパンの探究学習のスタートとしての
本単元は，大きく２つのステージに分けられる。中
間発表会までのステージと，本発表会までのステー
ジだ。
中間発表会までのステージでは，授業前半に個人
練習の時間を設定し，基本ステップを身につけるこ
とをねらった。個人練習の時間は個人探究の時間で
あり，その練習の場では協働探究が自然発生的に促
されていった。身につけたい基本ステップをじっく
り観察し，そのステップの仕方の解明を図ろうとす
る。さらに同じ目的で集まった任意の仲間と，自分
なりの気づきを伝え合う。この過程はスムーズに進
んでいった。
授業後半では一人一人が身につけた基本ステップ
を組み合わせて，チームダンス前半部分をデザイン
していった。この時間は協働探究の時間であり，身
につけた技能に差が見られた。デザイン途上であり，
意見がなかなかまとまらず，もたついていた。その
思考過程においても，他者に考えを動きで伝えるな
ど，運動量とバランスのよい学びを助言したが，な
かなか進まなかった。
しかし次のステージでは，それまで苦労してきた
チームダンスのデザインが固まり，さらに個の学び
も高まってきて，一つ一つの動き方が始めの段階よ
りも身についてきていた。リズムに乗って自然にス
テップを踏みながら，仲間と動きを合わせて踊る一
体感に，楽しさを感じるようになってきた。さらに
難しいステップや隊形移動なども取り入れようと，
仲間と話し合いながらデザインし直す姿が見られる
ようになってきた。
中間発表までのステージの１時間だけを断片的に
取り出すと，批判も多いだろう。しかし１年生では，
あのもたつきこそ必要なプロセスだったと思ってい
る。個人探究により個々の技能面の高まりが促され，
協働探究で全体としての高まりに結びつく。あるい
は全体としての高まりが促され，個々の技能面の高
まりに結びつく。チームダンスを発表するという目
指すべき目標に向かって，個人探究と協働探究が絡
み合い，それが中間発表を境に学びがスパイラル的
に繰り上がり，子どもたちはゆるやかでいて少しず
つ確かに，探究学習に触れていった。ステージ前半
でのもたつきは，個人や集団の葛藤や混乱の表れで
あり，それこそが探究学習の基礎に触れている姿だ
ったと理解している。
 互いに観察する目が育つことにより，学びが
促進され，技能の向上に結びつく
「探究に触れる」段階だからこそ，探究学習を支
える手法も，本単元には多く織り込んでいった。グ
ルーピング，学習用具の準備や後始末の役割分担，
個人のワークシートやそれを継続的に綴ったドキュ
メント，チームダンスデザイン表，ノートＰＣやタ
ブレットＰＣの利用，プロジェクターや掲示物によ
る情報収集と活用，中間発表会やペアチーム間によ
るお互いの観察，感想の交流，学習のまとめレポー
ト…など様々であった。
探究学習にはコミュニケーションは不可欠であり，
時にそれは運動量を大きく制限するものになる。意
見交換は重要だが，技能を高めるための時間を確保
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することに対して，過度な足かせになってはいけな
い。技能の習得と探究，そして活用のバランスの良
い学びを展開するには，「ＰＣの使い方はどうする
の？」「デザイン表ってどう描けばいいの？」とい
う状態を長く続けていたくない。無駄を省く必要が
ある。探究学習を支える手法の習得も，ここでやっ
ておきたいと考えた。
その中でも重視していたことは，互いを観察する
目を育てることである。チームダンスづくりは難し
いが，軌道に乗ってくると楽しい。どんどん学びが
促進されてくる。この軌道に乗るまでが，時間がか
かるのである。意見がなかなか出なかったり，紙レ
ベルのデザインで停滞していたりする中でも，動き
出してデザインを進める勇敢なチームが必ず現れる。
そんなチームに刺激を受け，とにかくやってみよう，
うまくいかないな，進んでいるチームはどうしてい
るのだろう，というように知りたくなるのである。
まずは，お互いを自然に観察できる場の設定が大
切だろう。どのチームも体育館の中心を向きながら
デザインを進めるようにした。なるほど，あんな工
夫があるのか，うまく隊形移動をしているな，指揮
者のように全体を見て，デザイン表をもとにリーダ
ーが指示しているところがいいな，うちのチームも
やってみよう…というように，観察する目が育つこ
とで，学びが促進され，チームダンスの質の向上に
も結びつくと考えられる。
さらに，教師のコーディネーター的な役割も大切
だろう。すべての個人及びチームの見取りに努め，
停滞している個人やチームはどこでつまずいている
のか分析する。どの個人どのチームの学びの姿が役
立ちそうかを判断し，紹介して支援する。子どもた
ちは教師に，紹介された個人やチームのこんなとこ
ろがいいという具体的な視点が与えられ，自分やチ
ームに取り入れて工夫していくことによって，チー
ムダンスの質が向上する。
互いを観察する目が育つことにより，技能面のポ
イントの気づきが生まれることが期待できる。また，
他者とは異なった，自分なりのコツやタイミングを
発見することもあるだろう。さらに気づいたことを
他者に伝えていくというコミュニケーション活動に
よって，学びが広がったり深まったりすると考えら
れる。
これらのことから，保健体育科の技能を中心とし
た学びからも，他教科同様に１年生の子どもたちの
関係性をほぐし，探究するコミュニティとしての育
ちにアプローチしていきたいと考えている。
また，２年時の「探究を生み出す」段階，そして
３年時の「探究の質を高める」段階へと，学びをど
のように繰り上げてデザインしていくか。さらには，
１時間１時間の意味ある位置づけをどうデザインし
ていくか。ロングスパンのカリキュラムデザインを
今後もきめ細かく追究し続けなければならないと思
う。 （幸坂 浩）
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